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2023 年度グッドデザイン賞 

淀川河川事務所で 2 年連続受賞※ 
～ 「史跡」及び「名勝」嵐山における左岸溢水対策 ～ 

 桂川嵐山地区では、洪水による浸水被害を軽減するため、令和元年度から 3 年度にか

けて「左岸溢水対策（可動式止水壁）」を整備しました。 

 当地区は、史跡・名勝かつ日本を代表する観光地であることから、学識経験者や地元

の方々などに御意見を伺いながら、史跡・名勝への影響を極力抑制した河川整備を行い

ました。 

 今般、嵐山における景観価値保全と治水機能向上の両立が高く評価され、2023 年度グ

ッドデザイン賞（主催：公益財団法人日本デザイン振興会）を受賞しました。 

※近畿地方整備局（淀川河川事務所）が事業主体の河川整備事業において 2 年連続で受賞 

 

■グッドデザイン賞ウェブサイト 

https://www.g-mark.org/ 

■桂川嵐山地区河川整備に関する取組 

https://www.kkr.mlit.go.jp/yodogawa/activity/comit/arashiyama-workshop/index.html 

（嵐山左岸溢水対策完成までのあゆみ） ※動画約６分 

https://youtu.be/mw2Iwn5lYmY 

 
 
 
＜取扱い＞   
 

 
 
＜配布場所＞ 近畿建設記者クラブ、大手前記者クラブ、 
       京都府政記者クラブ、京都市政記者クラブ 
 

 
 
＜問合せ先＞ 

  近畿地方整備局 淀川河川事務所 副所長     伊藤
い と う

 昌資
ま さ し

 

流域治水課長  有本
ありもと

 浩太郎
こうたろう

 

電話番号（０７２）８４３－２８６１（代表） 
 

 

左岸溢水対策の 
概要は 
コチラ→ 

受賞結果は 
コチラ→ 



 

 

 

 

 

※近畿地方整備局（淀川河川事務所）が事業主体の河川整備事業において 2 年連続で受賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■受賞概要等 

受賞対象名   ：河川整備[「史跡」及び「名勝」嵐山における左岸溢水対策 ] 

事業主体名   ：国土交通省 近畿地方整備局 淀川河川事務所 

分類      ：ランドスケープ、土木・構造物 

受賞企業    ：国土交通省 近畿地方整備局 淀川河川事務所 

受賞番号    ：23G151230 

概要      ：桂川嵐山地区は、治水安全度が低く、特に渡月橋上流左岸の道路 

         高は計画高水位を下回っており、近年毎年のように浸水被害が発 

生している。 

一方、同地区は文化財保護法上の「史跡」及び「名勝」に指定さ 

れており、四季折々の美しい景観を有する日本を代表する観光地 

であるため、「史跡・名勝」嵐山の価値を減じない治水対策を実 

施した。 

プロデューサー ：国土交通省 近畿地方整備局 淀川河川事務所 

ディレクター  ：桂川嵐山地区河川整備検討委員会 

デザイナー   ：株式会社建設技術研究所     宗行正則 

株式会社東京建設コンサルタント 伊東和彦 

場所      ：京都府京都市右京区嵯峨天龍寺芒ノ馬場町（渡月橋上流左岸側） 

審査委員の評価 ：温暖化による気候変動は、かつてない自然災害を国内各所にもた 

らしており、急峻な山や急流な川を抱える景勝地ではその対策が 

急務である。その象徴ともいえる嵐山の治水対策においては、国 

土交通省が事業主体となり、学識者で構成される河川整備検討委 

員会からの助言、地元関係者との対話、京都府・京都市との行政 

三者会議での議論を踏まえて案の検討が進められた。導きだされ 

た答えは、嵐山における景観価値の保全と治水機能の向上を両立 

する可動式止水壁の採用であった。地域の声に寄り添い続けた事 

業者の覚悟と、優れた技術力で地域の価値を更に高めた設計者の 

努力に最大の賛辞を贈りたい。 

2023年度グッドデザイン賞 

淀川河川事務所で2年連続受賞 ※ 
～ 「史跡」及び「名勝」嵐山における左岸溢水対策 ～ 

 平常時（止水壁格納時） 

 洪水時（止水壁起立時） 



操作の様子


